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　今年の夏も大変な酷暑になりました。日本各地で最
高気温が 35℃を超える猛暑日が続き，観測史上最多と
なったそうです。私の学生時代は屋外で真っ黒になっ
てテニスに打ち込んだものですが，名古屋市でも最高
気温が 40℃を超えるようになり，今では命の危険すら
感じます。蝉の声を聞きながら外で遊んだ夏の思い出
は，今では「危険な暑さ」と背中合わせになってしまっ
たようです。冷房の効いた室内に避難することが当た
り前になり，子どもたちの夏休みの風景も昔とはすっ
かり変わったように思います。
　実際，熱中症予防には「暑さ指数（WBGT）」が用
いられ，屋外での活動指針に反映されています。暑さ
指数は湿度・日射や輻射など周囲の熱環境・気温の 3
つを取り入れた指標で，日本生気象学会や日本スポー
ツ協会が生活・運動の目安を示しています。例えば，
暑さ指数が 31 以上（危険）では高齢者は安静時でも熱
中症のリスクが高く，外出を控えることが勧められて
います。また気温 35℃以上・暑さ指数 31 以上では，
子どもや若者を含めて「運動は原則中止」とされ，多
くの学校で実際に取り入れられています。せっかくコ
ロナ禍での外出制限がなくなったところに，今度は酷
暑によって活動が制限される―本当に生活環境の変化
を実感するこの頃です。私たちはその変化に応じて注
意と対策を続けていかねばなりません。
　この酷暑の背景には，太平洋高気圧とチベット高気
圧の重なりやラニーニャ現象が推測されています。日

本列島を広く覆った暖気が大きな要因ですが，やはり
地球温暖化の影響は無視できません。「人為的な温暖
化がなければ，この高温が生じる確率はほぼ 0％であ
る」との研究もあります。カーボンニュートラルへの
取り組みはまだ道半ばですが，次の世代に美しい地球
を残すため，一人ひとりの努力が求められていると感
じます。
　さて，本号の特集は「骨粗鬆症の予防・治療と最新
トピックス」です。ご企画の宗圓　聰先生をはじめ，
貴重な原稿をお寄せくださった著者の先生方に心より
感謝申し上げます。酷暑の影響もあり，骨粗鬆症患者
さんに日光浴や運動療法を勧める際にも，これまで以
上に配慮が必要となっています。しかし，超高齢社会
の進展に伴い患者数は増加しており，「健康日本 21（第
三次）」では骨粗鬆症検診率の向上も重要な課題とされ
ています。
　本特集では，骨粗鬆症の疫学から検診の必要性，予
防，栄養・運動療法，薬物療法，骨折リエゾンサービ
スまで幅広く取り上げ，詳細かつわかりやすく解説い
ただきました。さらに今年は 10 年ぶりに『骨粗鬆症の
予防と治療ガイドライン 2025 年版』が発刊され，読者
の皆様にとっても大変関心の高いテーマかと思いま
す。本特集が検診率の向上や適切な治療の普及につな
がることを心から願っております。
 （今釜史郎）
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